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ラマ ダー ン 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 一 年 間 の 、 了 肉体 
的 、 精 神 的 な けが れ を 落と し 、 人 間 と し て の 
感情 に 溢れ 、 悔 悟 し 、 主 へ 向かい 合う 神秘 に 
満ち 、 肉 体 的 、 精 神 的 な 鍛練 の 月 で ある ラマ 
ダー ン 月 を まもなく 迎え よう と し て いま す 。 
ラマ ダー ン 月 の 価値 を 高め て いる 重要 な 事柄 
に つい て 、 再 確認 し て み ま し ょ 2 う 。 

まず 、 ラ マダ ー ン は 、 断 食 の 月 で す 。 人 の 、 
神 へ の 服従 が 最高 点 に 達する この 月 に 、 人 は 
断食 に こよ っ て 忍耐 を 学び ます 。 貧し い 人 々 の 
状況 を 理解 し 、 了 肉体 的 な 健康 を 手 に 入れ ます 。 
断食 明け の 食事 、 断 食 
が あけ る 時 間 、 ア ザー 
ン の 声 を 待つ 時 に 感じ 
る 興奮 と 感動 を 、 他 の 
どの 場面 で 味わう こと 
09 で きる で し ょ うか 。 
食 上 凍 に つき 、 さ ま ざ ま 
な 恵み を 目 に する 時 、 
た だ 神 へ の 服従 の た め 
の み に 時 の 過ぎ る の を 
待つ 時 、 忍 耐 と いう 言 
葉 の 意味 を も 理解 する の で す 。 

クル デア デーン は 、 こ の 月 に 啓示 が な され は じ 
め ま し た 。 人類 を 、 考 え や 徳 に お いて 人 逸脱 す 


る こと か ら 救 い 、 無 知 か ら 救 い 、 知 識 、 文 明 、 


そし て それ に よっ て 永遠 の 幸福 を 与え る クル 


アー ン で す 。 真 表 な 信者 は 、 こ の 月 に お いて 、 


いつ も より も 多く クル アー ン を 読み 、 理 解 し 
よう と 努め 、 実 生活 に も 応用 し よう と し ます 。 

千 の 夜 よ り も 尊い 、 カ ディ ー ル の 夜 は 、 こ 
の 月 に 存在 し ます 。 こ れ は ある 意味 、 時 の 中 
で 時 を 増やし 、 時 の トン ネル の 中 を 旅 す る と 
いう こと を 意味 し ます 。 言い換え る な ら ば 、 
も し この 価値 が 理解 され る の で あれ ば 、 生 涯 
に さら に 生涯 を 加え る と いう こと を 意味 する 
の で す 。 

この 月 の み に お いて 行なわ れる タラ ー ウ ィ 
ー の 礼拝 は 、 ラ マダ ー ン 月 に さら な る 価値 を 
加え ます 。 特に 、 間 を 空け る こと な く 続 けら 





れる この 礼拝 は 、 信 者 が モス ク に いる 機会 、 
アッ ラー の 御前 で 手 を 組ん で 頭 を 垂れ る 機会 
を 与え る の で す 。 さらに 、 信 者 が 、 こ の 月 に 
より 実行 する 喜 捨 は 、 人 賀 者 に と っ て さら な る 
恵み 、 特 別 な 喜び と な り ま す 。 事実 と し て 、 
何 十 万 も の 人 々 は 、 こ の 月 に の み 貧 者 に 思い 
を 寄せ 、 食 料 や 衣類 の 援助 を 行なう の で す 。 
多く の 貧者 が 、 こ の 月 に の み 温 か い ス ー プ を 
ロロ に し 、 新 し い 服 を 身 に つけ る の で す 。 

1 ヶ月 間 の 、 了 肉体 的 、 精 神 的 鍛練 の あと に 
は 、1 年 で 最も 素晴らし い 時 の 一 つが や っ て 
きま す 。 断食 明け の 大 
祭 で す 。 大 祭 の た め の 
準備 の 楽し さ を 置 いて 
お いて も ゃ も 、 大 祭 そ れ 目 
体 が 特別 に 素晴らし い 
も の で す 。 大 祭 は 、 苦 
難 の 多い 人 生 の あと に 
あの 世 の 生 が ある 、 と 
いっ た よう な 真実 を 信 
者 に 教え ます 。 

何より も 大 切な こと 
は 、 慈 し み と 許 し の 月 で ある 、 と いう こと で 
す 。 上 恵み と 善 に 満た され た 月 な の で す 。 畑 の 
麦 の 粒 の よう に 、 何 百 も の 信者 が 、 お そら く 
この 月 に 地獄 か ら 救 われ る の で す 。 罪 が 許さ 
れ ま す 。 天国 に より 近づく の で す 。 

今日 の ホホ トバ を 、 ク ルアー ン の 次 の 章 で 締 
めく くり た いと 思い ます 。 「. ラマ ダー ン の 
月 こそ は 、 人 類 の 導き と し て 、 ま た 導き と 
( 正 邪 の ) 識別 の 明 証 と し て クル アー ン が 下 
され た 月 で ある 。 それで あな た が た の 中 、 こ 
の 月 ( 家 に ) いる 者 は 、 こ の 月 中 、 斎 戒 し な 
けれ ば な ら な い 。 病気 に か か っ て いる 者 、 ま 
た は 旅路 に ある 者 は 、 後 の 日 に 、 同 じ 日 数 を 
( 斎 玉 す る ) 。 ア ッ ラ ー は あな た が た に 易 き 
を 求め 、 困 上 難 を 求め な い 。 こ れ は あな た が た 
が 定め られ た 期間 を 全う し て 、 導 き に 対し 、 
アッ ラー を 讃え る た めで 、 恐 らく あな た が た 
は 感謝 する で あろ う 。」 
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